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第 1 章  消費者⾏動理論 

私たち消費者は、限られた予算の中で、⾃⾝の満⾜度が最⼤になるような買い物をしたいと思って
いる。これを最適消費計画という。では、どのようにすればそれが実現できるのか。ここでは、その
鍵となる無差別曲線と予算制約線などについて学んでいく。 

第 1 節 最適消費計画 

効用関数 
  消費者が財を消費したことで得られる個人的な満足感のことを「効用」（Utility）という。効用は、

財の消費量が増えるに従って増加するが、その増加幅は徐々に減っていく。例えば、炎天下で喉が

渇いているときのビールを想像してみよう。1 杯目に飲むビールは感動するほど美味しい。続いて

2 杯目も美味しいが 1 杯目ほどではない。3 杯目になると、2 杯目よりもさらにありがたみは落ち

る。 

  このように、同じ 1 杯のビールを飲んだ場合でも、満足度は徐々に減っていく。これを「限界効

用逓減の法則」という。限界というのは、財が 1 単位増えたときの、ある要素の増加分のことであ

る。ここでは、ビール（財）を 1 杯追加で飲んだときの満足度（効用）は、徐々に減っていく（逓

減する）ことを意味している。 

  この満足度（効用）をグラフで表すと、以下の図のようになる。これを効用関数という。 
 

  

  限界効用は、この効用関数上の点の接線の傾きで表される。 

  限界効用が逓減するということは、消費量が増えるに従って、徐々に接線の傾きが緩やかになる

ことを指す。 
   

ビール（杯） 

効用 U 

O       1      2       3 
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限界代替率 
   同一の無差別曲線上では、財の組み合わせが変わるだけで、満足度（効用）は変わらない。 

 

  

   ここで、財の組み合わせを A 点から B→C→D へと順に変えていった場合の、焼き鳥の減少量

とビールの増加量を見てみよう。 
 

 

 

 

 

   上記の通り、ビールと焼き鳥の交換比率は一定ではない。これは、いうなれば「ありがたみ」

の違いである。A 点においては、焼き鳥は量が多いのでありがたみが少ない。そこで 1 杯のビー

ルを得るために焼き鳥を 2 本減らしてもよいと考える。B 点から C 点においては、焼き鳥とビー

ルのありがたみが等しいので 1 本減らして 1 杯を得る。そして、C 点から D 点においては、逆に

焼き鳥の本数が少なく、ありがたみが大きいので、焼き鳥 1 本に対してビールを 2 杯必要とする

わけである。 
 

   なお、このように、「効用を保ちながら（＝同一の無差別曲線上で）財を交換する」ときの交

換比率のことを、限界代替率という。限界代替率は、ビールの量を焼き鳥の量で割った値となる

（縦軸の変化量÷横軸の変化量）。限界と名が付く通り、無差別曲線の接線の傾きで示される。

無差別曲線は原点に対して凸型であるため、接線は右下がり（傾きがマイナス）となる。 

   そして、今見てきたように、接線の傾きは徐々に緩やかなものになる。これは焼き鳥のありが

たみがだんだん大きくなることによって、交換に必要な焼き鳥の量が少なくなることによる。こ

のように、限界代替率が徐々に少なくなることを「限界代替率逓減の法則」という。 
   

A→B 焼き鳥－2 ビール＋1 

B→C 焼き鳥－1 ビール＋1 

C→D 焼き鳥－1 ビール＋2 

ビール消費量 

焼き鳥消費量 

１ ２ ３ ４ ５ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

O 

A 

B 

C 

D 



1 

 



4 




